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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物の育成時において所定時間だけ暗期に４００～４１０ｎｍの発光ダイオードによる
光を植物に照射して植物中の還元型アスコルビン酸の含量を高めることを特徴とする植物
の栄養成分増強方法。
【請求項２】
　植物の育成時において所定時間だけ暗期に４００～４１０ｎｍの発光ダイオードによる
光を植物に照射して植物中の還元型アスコルビン酸及び総フェノール物質の含量を高める
ことを特徴とする植物の栄養成分増強方法。
【請求項３】
　前記植物が芽ネギであることを特徴とする請求項１または２のいずれかに記載の植物の
栄養成分増強方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物の栄養成分増強方法に関し、特に光照射により植物の栄養成分を増強す
る方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　単子葉植物の代表である芽ネギは葉ネギを若取りしたものを総称し、スプラウトの１種
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である。スプラウトは一定の温度、光、栄養液がコントロールされた栽培施設で生育され
る栽培野菜である。スプラウトの芽ネギは古くから薬用植物としても用いられるネギの栄
養成分を有し、日本人の食生活になじみの深いネギの食分野に広がりつつある。芽ネギの
大きさは葉長約１０ｃｍ、径が約２ｍｍであり、寿司のネタとして利用されることが多い
。スプラウトが注目されるようになったのは、アメリカでブロッコリーの新芽にがん予防
効果をもつというスルフォラファンが多く含まれていると発表された後、ブロッコリーに
限らずスプラウトには発がん抑制効果や抗酸化作用を有する物質等、機能性物質が多く含
まれていることが判明したことによる。一般に多く栽培されているスプラウトにはもやし
、大根、アルファルファ、ブロッコリー、クレソン、レッドキャベツ、小松菜、マスター
ド、豆苗等がある。
【０００３】
　植物体内のビタミンやポリフェノール、ルチン等の機能性物質を特徴的に増加させる方
法について特許文献に開示されている。特許文献１には、生育後の野菜類に特定の光を照
射することにより、野菜類中のビタミンＣ等の量を増加させることについて記載されてい
る。照射光は野菜の種類に応じて異なり、レタスに対して赤色または緑色の照射光、カイ
ワレや白菜に対して青色または緑色の照射光、ピーマンやキュウリに対して青色または赤
色の照射光、もやしに対して青色、緑色または黄色の照射光というように用いている。
【０００４】
　特許文献２には、スプラウトの生長段階に応じて放射スペクトル範囲の異なる可視光発
光ダイオード照射しすることにより、スプラウトの生長・形態形成における徒長を抑制す
るとともにスプラウトのポリフェノール類等の特定成分の生成量を増加させるようにする
ことについて記載されている。照射光としては、発芽後子葉の開きと展開を遠赤色発光ダ
イオードの照射によって促進し、ついで赤色光、最後に青色光を照射している。
【０００５】
　特許文献３には、特に芽ネギのような単子葉栽培植物に人工紫外線ＵＶ－Ｂ照射を行い
、アスコルビン酸、ポリフェノール等の機能性物質含量を増加させることについて記載さ
れている。また、特許文献４には、収穫後植物に特定波長域の紫外線を照射することによ
り、収穫後植物のポリフェノール含有量を増加させることについて記載されている。紫外
線としては近紫外線（３００～４００μｍ）、遠紫外線（２００～３００μｍ）が主とし
て用いられる。
【０００６】
　特許文献１、２のように可視光の特定波長あるいはその組み合わせの照射光を用いるも
のでは、芽ネギでのアスコルビン酸を増加させる上で有効な手段とは言えない。また、特
許文献３、４のように紫外線を照射する場合には、紫外線照射装置を扱う人の安全上への
支障が考えられるとともに、植物に対しても遺伝子損傷の恐れから収穫後の植物を対象と
すべきことになり、利用、用途面で限られ、簡易な手法とは言えない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２６７６６８号公報
【特許文献２】特開２００７－７５０７３号公報
【特許文献３】特開２００８－８６２７２号公報
【特許文献４】特開２００４－１２１２２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　植物に特定の光を照射することにより栄養成分を増強することについて従来実施されて
いる。このうち特許文献１のように野菜をセロファンで包み光照射する方法、あるいは特
許文献２のように照射光として赤色、青色等特定波長の通常の可視光あるいはその組み合
わせを用いるものでは、ポリフェノール、還元型アスコルビン酸の含量増加には特に有効
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であるとは言えない。
【０００９】
　また、特許文献３、特許文献４に示されるように特定波長の照射光として近紫外線を用
いるものでは、還元型アスコルビン酸の含量増加にある程度有効性があるが、植物遺伝子
への影響や光照射装置を扱う人への影響、安全面上問題が生じると考えられる。
【００１０】
　このため、植物中における還元型アスコルビン酸のような抗酸化物質の含量をさらに有
効に高めかつ植物、人体への悪影響を少なくする栄養成分の増強方法を得ることが課題と
されていた。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明は前述の課題を解決すべくなしたものであり、本発明による植物の栄養成分増強方
法は、植物の育成時において所定時間だけ暗期に４００～４１０ｎｍの発光ダイオードに
よる光を植物に照射して植物中の還元型アスコルビン酸の含量を高めるものである。
【００１２】
　前記方法では、還元型アスコルビン酸及び総フェノール物質の含量を高めるようにして
もよい。また、前記植物が芽ネギであるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明では、芽ネギの生育時の所定期間暗期に４００～４１０ｎｍの単波長ＬＥＤの光
を照射する処理をおこなうことにより、芽ネギの抗酸化成分である還元型アスコルビン酸
含量を増強でき、人の健康に寄与する健康植物を安価に提供でき、生育時の植物や人体へ
の悪影響を少なくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明において用いる植物に照射光を与えるための人工気象器を概略的に示す図
である。
【図２】本発明で用いる人工気象器における温白色ＬＥＤ、単波長ＬＥＤの発光スペクト
ルを示す図である。
【図３】芽ネギの播種から収穫までの処理過程を示す図である。
【図４】芽ネギの生育時３日間各ＬＥＤ光を照射した時の還元型アスコルビン酸含量を示
す図である。
【図５】芽ネギの生育時３日間各ＬＥＤ光を照射した時の総フェノール物質含量を示す図
である。
【図６】より広い波長域の光を照射した場合を含む光照射による還元型アスコルビン酸含
量への影響を比較して示す図である。
【図７】芽ネギ生育時で各ＬＥＤ光の照射が０日、１日、３日における総過酸化物含量の
変化を示す図である。
【図８】芽ネギ生育時３日間各ＬＥＤ光を照射した時のクロロプラスト型ＡＰＸ活性の変
化を示す図である。
【図９】芽ネギ生育時３日間各ＬＥＤ光を照射した時のサイトゾル型ＡＰＸ活性の変化を
示す図である。
【図１０】アスコルビン酸－グルタチオンサイクルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明では、単子葉植物、特に芽ネギの栽培において、可視光短波長側の光を照射する
ことにより植物におけるアスコルビン酸、ポリフェノール等の抗酸化能を有する機能性物
質含量を効果的に増加させられることを見出し、それに基づいて植物の栄養成分増強方法
を与えるものである。
【００１６】
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　本発明による栄養成分増強方法が実際に有効であることを示すための実施例について説
明する。植物としては、ネギスプラウト（芽ネギ）を用い、照射光としては可視光短波長
側から近紫外ＵＶ－Ａの範囲の照射光の発光手段を備えた人工気象器内で育成し、ネギス
プラウトの育成中に光照射し、その後栄養成分含量の測定を行う。
【００１７】
　人工気象器はＬＥＤを２次元状に多数配列してなる光源パネルを試料に向けて設置して
構成し、ＬＥＤの光を試料の芽ネギに照射できるようにしたものである。育成段階で所定
期間光源パネルの光を照射した芽ネギについて還元型アスコルビン酸の含量を測定し、異
なる波長の光を照射した場合の影響について対比し検証する。
【実施例】
【００１８】
　芽ネギを植物試料として、人工気象器を用い近紫外３５５ｎｍ、３７５ｎｍ、可視光短
波長側４０５ｎｍの照射光をそれぞれ照射した結果について対比する形で本発明の有効性
を確認する。
〔人工気象器〕
　人工気象器は図１に示されるように、温白色または特定波長のＬＥＤを多数２次元状に
配列したパネルを備えたものである。図１の人工気象器において、上側に水平方向に温白
色ＬＥＤを配列した光源パネルＷＰが配設され、その側方に傾斜した形で単波長光ＬＥＤ
を配列した光源パネルＭＰ（図では２枚）が配設されている。光源パネルＷＰ、ＭＰは下
方に配置されるピートモス入りのトレイＴＲ上で生育する植物ＳＰを照射するように配設
され支持部により固定支持されており、光源パネルにおける各ＬＥＤは電源回路に接続さ
れている。
【００１９】
　使用したＬＥＤは温白色ＬＥＤ、短波長光ＬＥＤは近紫外の３５５ｎｍ、３７５ｎｍと
、可視光域の４０５ｎｍである。各ＬＥＤとしては次のものを用いた。
【００２０】
　（ａ）温白色　　：ＮＳＰＬ５００Ｓ（日亜化学）
　（ｂ）３５５ｎｍ：ＮＳ３５５Ｌ－５ＲＬＯ（ナイトライドセミコンダクター）
　（ｃ）３７５ｎｍ：ＮＳ３７５Ｌ－５ＲＬＯ（ナイトライドセミコンダクター）
　（ｄ）４０５ｎｍ：ＳＬ４０５ＡＡＵＥ（サンオプト）
　各ＬＥＤに２次元状に多数配列して光源パネルを形成し、各光源パネルのＬＥＤの光が
植物ＳＰに照射されるように人工気象器を構成している。各ＬＥＤの光の発光スペクトル
は図２に示すようになっており、温白色ＬＥＤ（ａ）の発光スペクトル、それぞれ３５５
ｎｍ、３７５ｎｍ、４０５ｎｍにピークを有する単波長ＬＥＤ（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）の
発光スペクトルを示している。
〔植物試料の生育・光照射処理の条件〕
　植物試料として芽ネギを用いる。トレイ中のピートモスに４５０ｍｌの水を含ませ、ネ
ギの種子約５ｇ分を播種し、恒温室内の暗所に３日間置いて発芽させ、その後に恒温室内
に設置した人工気象器（２５℃、１２時間日長）中で育成させた。その際、２日おきにト
レイ、ピートモス、芽ネギを合わせた重量が６００ｇになるように潅水している。
【００２１】
　発芽後、芽ネギを人工気象器に移してからは温白色ＬＥＤを用いて生育させ、播種後１
７日から３日間（収穫まで）暗期（１２時間）に近紫外～可視光短波長のＬＥＤによる光
照射を行った。温白色のＬＥＤの照射はこの３日間にも引き続き行った。ＬＥＤ光の照射
条件としては、温白色ＬＥＤによる対照区と、各単波長ＬＥＤとに関して次のような照射
強度、照射量になるようにした。
対照区（温白色光）：（ａ）
光合成有効光量子束密度　　　１０５．９μｍｏｌｍ－２ｓ－１　

近紫外
＜（ｂ）３５５ｎｍ＞　　　　＜（ｃ）３７５ｎｍ＞
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　　強度（水平面）　　　３５．２μＷｃｍ－２　　　　３７．２μＷｃｍ－２　
　　　　（正面）　　　１９７．３μＷｃｍ－２　　　１０３．８μＷｃｍ－２

　　照射量（水平面）　　１．５Ｊｃｍ－２ｄ－１　　　　１．６Ｊｃｍ－２ｄ－１

　　　　　（正面）　　　８．５Ｊｃｍ－２ｄ－１　　　　４．５Ｊｃｍ－２ｄ－１

 
　　　可視光短波長側　＜（ｄ）４０５ｎｍ＞　
　　　　　照射量（水平面）　　　　１３７．２μｍｏｌｍ－２ｓ－１　
　　　　　　　　（正面）　　　　　１５３μｍｏｌｍ―２ｓ－１

　ここで、水平面はトレイが配置された水平面で上面側に配置された温白色光源パネルの
ＬＥＤ光について測定する場合であり、正面は側方に傾斜して配置された単波長光の光源
パネルのＬＥＤ光について照射方向に垂直な面内で測定するものである。また、温白色Ｌ
ＥＤ光の照射は播種後４～２０日の全体を通して１０５．９μｍｏｌｍ－２ｓ－１（光合
成有効光量子束密度）で光照射を行った。
【００２２】
　生育させる芽ネギを４つの組に分けておき、播種後１７日までは人工気象器内で温白色
ＬＥＤの照射による同じ条件下で芽ネギを生育させ、播種後１７日から３日間は温白色Ｌ
ＥＤを照射後、暗期にＬＥＤ（ａ）～（ｄ）の温白色、近紫外、可視光短波長側の光をそ
れぞれ照射した。播種から収穫までの処理過程をまとめると図３のようになる。
〔測定Ａ〕
　播種後２０日に収穫したそれぞれの芽ネギのうち無作為に抜き取ったもののうち１０本
について葉重、葉長、クロロフィル含量、アスコルビン酸含量、総フェノール物質含量の
測定を行った。
【００２３】
　クロロフィル含量の測定はモランの方法に従って行い、芽ネギをＮ、Ｎ－ジメチルホル
ムアミドに浸し暗所に放置した後、分光光度計（ＨＩＴＡＣＨＩ３３０）により吸光度を
測定することにより求めた。
【００２４】
　アスコルビン酸含量の測定は、芽ネギの抽出試料を磨砕し蒸留水を加え吸引ろ過し、ヒ
ドラジン法により測定した。抽出液を総アスコルビン酸サンプル、ブランクと、酸化型ア
スコルビン酸サンプル、ブランクに分け、試薬の添加、混和、放置、冷却等の処理を行い
、吸光度の測定により総アスコルビン酸含量、酸化型アスコルビン酸含量を求め、その差
として芽ネギ１００ｇ当たりの還元型アスコルビン酸含量を求めた。（ａ）～（ｄ）のＬ
ＥＤ光を３日間照射した時の測定された芽ネギ１００ｇ当たりの還元型アスコルビン酸含
量は図４に示すようになった。
【００２５】
　総フェノール物質含量の測定（フォーリン・チオカルト法）は、エタノールを加水して
加熱したものに芽ネギを加えて加熱した後冷却し、芽ネギを磨砕し吸引ろ過し、エタノー
ル（７０％）を用いて定容し、その抽出液を希釈したものを測定に用いた。試料にフェノ
ール試薬を加え混合し、さらに炭酸ナトリウムを加え混合した後、分光光度計（Ｓｈｉｍ
ａｄｚｕ　ＵＶ－２４０）を用いて吸光度を測定し、その測定値から検量線の式を用いて
総フェノール含量を求めた。（ａ）～（ｄ）のＬＥＤ光を３日間照射した時の測定された
芽ネギ１００ｇ当たりの総フェノール物質含量は図５に示すようになった。
【００２６】
　測定結果として、葉重、葉長に関しては、３日間のＬＥＤ光照射でいずれも葉重が０．
０３ｇ程度、葉長が９ｃｍ程度となり、対照区（ａ）と（ｂ）～（ｄ）のＬＥＤ光照射と
では実質的に相違がないと判断した。すなわち、３日間のＬＥＤ光照射により芽ネギの生
育には変化がなく、クロロフィルａ、クロロフィルｂ含量を測定した結果について、対照
区（ａ）と（ｂ）～（ｄ）のＬＥＤ光照射とでは相違はないと判断した。
【００２７】
　還元型アスコルビン酸含量の測定結果については、図４に示すように、（ａ）対照区、
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（ｂ）３５５ｎｍ、（ｃ）３７５ｎｍ、（ｄ）４０５ｎｍの順に高い値になり、（ｄ）４
０５ｎｍで最も高くなっている。このことから、近紫外～可視光短波長側の光の作用によ
り、対照区での温白色光の作用に比較して芽ネギにおける還元型アスコルビン酸の量が高
められ、特に４０５ｎｍにピークを有する光では特に高くなると言える。
【００２８】
　総フェノール物質含量の測定結果については、図５に示すように、（ａ）対照区に比較
して（ｂ）３５５ｎｍ、（ｃ）３７５ｎｍでやや高い値になり、（ｄ）４０５ｎｍで最も
高い値になった。このように、（ｄ）４０５ｎｍのＬＥＤ光の照射により芽ネギにおける
還元型アスコルビン酸含量、総フェノール物質含量が同時に高められることがわかる。
【００２９】
　また、（ｂ）～（ｄ）のＬＥＤのほかに、別途同様にして、４７０ｎｍ（青色）のＬＥ
Ｄを配列した光源パネルを用いて還元型アスコルビン酸含量を測定する実験を行ったが、
この場合に４０５ｎｍのＬＥＤ光照射に比して還元型アスコルビン酸含量はずっと低い値
になった（図６）。
【００３０】
　本発明で行った（ｂ）３５５ｎｍ、（ｃ）３７５ｎｍ、（ｄ）４０５ｎｍの単波長ＬＥ
Ｄ、４７０ｎｍの単波長ＬＥＤ、（ａ）温白色ＬＥＤを照射した場合の還元型アスコルビ
ン酸含量を示すと、図６のようになる。図６に示される結果からすれば、還元型アスコル
ビン酸含量は可視光短波長側の４０５ｎｍの場合に特に高い値となる。
【００３１】
　４０５ｎｍの光は植物や扱う人への危険性はなく、還元型アスコルビン酸含量を高める
上では、４０５ｎｍのＬＥＤ光を用いるのが好適であると言える。ここでは４０５ｎｍに
ピ―クを有する単波長ＬＥＤを用いているが、ピーク幅を考えれば、波長範囲としては４
００～４１０ｎｍ程度の範囲と言えよう。
〔測定Ｂ〕
　測定Ａの場合と同様の条件で芽ネギの生育を行い、播種後１７日以降の芽ネギについて
（ａ）～（ｄ）のＬＥＤ光の照射による芽ネギにおける総過酸化物含量、酵素活性の変化
について測定し検証する。
【００３２】
　測定Ａと同様の条件で生育を行い収穫した芽ネギを用いて、ＬＥＤ照射０日（播種後１
７日）、ＬＥＤ照射１日（播種後１８日）、ＬＥＤ照射３日（播種後２０日）の芽ネギに
ついて測定を行った。
【００３３】
　主に過酸化水素を含む総過酸化物含量の測定については、フェリチオシアネート法に従
い、トリクロロ酢酸を用いて芽ネギ試料を磨砕、ろ過し、遠心分離して得られた上澄み分
に試薬を加え、吸光度を測定し、それにより芽ネギ１００ｇ当たりの総過酸化物含量を算
出した。ＬＥＤ光照射日数による総過酸化物含量の変化は図７に示すようになった。この
結果では、総過酸化物含量はＬＥＤ光照射１日で（ｃ）３７５ｎｍ、（ｄ）４０５ｎｍの
場合に高くなり、ＬＥＤ光照射３日では３７５ｎｍ、４０５ｎｍで同様の値になっている
。
【００３４】
　酵素活性の測定に際し、芽ネギ試料から酵素を抽出する。芽ネギ試料にポリビニルポリ
ピロリドン、ジチオスレイトール、アスコルビン酸ナトリウムを含むリン酸緩衝液を加え
、磨砕、ろ過し、遠心分離する。アスコルビン酸ペルオキシダーゼ（ＡＰＸ）の場合、遠
心分離した後の上澄み分にソルビトールを加えてカラムに通し、ソルビトール、エチレン
ジアミン四酢酸、アスコルビン酸ナトリウムを含むリン酸緩衝液を流し、溶出した液を粗
酵素として用いる。
【００３５】
　モノデヒドロアスコルビン酸レダクターゼ（ＭＤＨＡＲ）、デヒドロアスコルビン酸レ
ダクターゼ（ＤＨＡＲ）、グルタチオンレダクターゼ（ＧＲ）の場合、遠心分離した後の



(7) JP 5448043 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

上澄み分を低温下でカラムに通し、上澄みを流した後にリン酸緩衝液を流し、溶出した液
を粗酵素として用いる。
【００３６】
　アスコルビン酸ペルオキシダーゼ（ＡＰＸ）活性の測定に関しては、アマコ・アサダの
方法をもとにアイソザムのアスコルビン酸に対する安定性を利用して、サイトゾル型アス
コルビン酸ペルオキシダーゼ（サイトゾル型ＡＰＸ）とクロロプラスト型アスコルビン酸
ペルオキシダーゼ（クロロプラスト型ＡＰＸ）を分別測定した。
【００３７】
　全ＡＰＸ活性の測定では、ブランク側のセルにリン酸緩衝液、アスコルビン酸ナトリウ
ム、粗酵素、蒸留水を加え混和し、サンプル側のセルにリン酸緩衝液、アスコルビン酸ナ
トリウム、粗酵素、蒸留水を加え、さらに過酸化水素を加えて反応を開始し、分光光度計
（Ｈｉｔａｃｈｉ　Ｕ－２０００）を用いてアスコルビン酸の減少による吸光度の減少を
測定した。
【００３８】
　サイトゾル型ＡＰＸ活性の測定では、ブランク側のセルにリン酸緩衝液、粗酵素、蒸留
水を加えてよく混和し、サンプル側のセルにリン酸緩衝液、粗酵素、蒸留水を加え、さら
にアスコルビン酸オキシダーゼを添加して、分光光度計（Ｈｉｔａｃｈｉ　Ｕ－２０００
）を用いて吸光度の減少を測定した。吸光度減少がなくなった後放置してクロロプラスト
型ＡＰＸを完全に失活させ、サンプル側のセルにアスコルビン酸ナトリウム、過酸化水素
を加えてサイトゾル型ＡＰＸの反応を開始し、波長を切り換えてアスコルビン酸の減少に
よる吸光度の減少を測定した（Ａ）。これとは別に、アスコルビン酸オキシダーゼによる
アスコルビン酸の酸化速度を測定した（Ｂ）。Ａの値からＢの値を差し引いたものをサイ
トゾル型ＡＰＸによるアスコルビン酸酸化の吸光度減少とした。
【００３９】
　クロロプラスト型ＡＰＸ活性の値は、全ＡＰＸ活性からサイトゾル型ＡＰＸ活性を差し
引いた値として求められる。（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）の各ＬＥＤで３日間照射し
た時のクロロプラスト型ＡＰＸ活性についての結果は図８に示すようになり、サイトゾル
型ＡＰＸについての結果は図９に示すようになった。
【００４０】
　図８、図９に示される結果から、クロロプラスト型ＡＰＸについてはＬＥＤ光照射３日
において４０５ｎｍの場合に活性が最大になり、３７５ｎｍではやや増大している。クロ
ロプラスト型ＡＰＸはクロロプラストで発生する過酸化水素などの活性酸素種からクロロ
プラストを守る役割をもつ活性酸素種消去機構として作用すると考えられる。
【００４１】
　測定Ｂの結果において、総過酸化物が増加した後にＡＰＸの活性が高まったことから、
過酸化水素が特にクロロプラストにおいて光合成の作用により生成され、その後過酸化水
素を消去するためＡＰＸ活性が増大するものと考えられる。
【００４２】
　ＭＤＨＡＲ活性、ＤＨＡＲ活性についても測定を行っているが、ＡＰＸのような傾向は
みられず、照射波長により大きな変化は生じていない。ＧＲ活性については、ＬＥＤ光の
照射３日間でやや増加を示し、４０５ｎｍで活性が最大になるという結果になっている。
【００４３】
　植物への光照射により、植物生体内で有害な過酸化水素が生成される一方、植物生体内
に還元型アスコルビン酸、総フェノール物質が増大して、過酸化水素を消去する。これは
アスコルビン酸－グルタチオンサイクルと称する過程であり、図１０に示されるようにな
る。
【００４４】
　アスコルビン酸－グルタチオンサイクルにおいて作用する抗酸化酵素にはアスコルビン
酸ペルオキシダーゼ（ＡＰＸ）、モノデヒドロアスコルビン酸レダクターゼ（ＭＤＨＡＲ
）、デヒドロアスコルビン酸レダクターゼ（ＤＨＡＲ）及びグルタチオンレダクターゼ（
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ＧＲ）があり、ＡＰＸはアスコルビン酸を電子供与体として過酸化水素を消去する作用を
もつ。アスコルビン酸は酸化されてモノデヒドロアスコルビン酸に変わるが、これは不安
定であって一部が酸化型アスコルビン酸に、他が非酵素的に還元されアスコルビン酸にな
る。
【００４５】
　アスコルビン酸はまたＡＰＸ以外にアスコルビン酸酸化酵素の作用によりあるいは非酵
素的にモノデヒドロアスコルビン酸に変わるが、モノデヒドロアスコルビン酸と酸化型ア
スコルビン酸はそれぞれＭＤＨＡＲとＤＨＡＲによって還元されて再びアスコルビン酸に
戻る。その時ＤＨＡＲは還元型グルタチオン（ＧＳＨ）によって酸化型アスコルビン酸を
還元し、また、その際に還元型グルタチオンは酸化されて酸化型グルタチオン（ＧＳＳＧ
）になるが、これをＧＲが還元して還元型グルタチオンになる。このようなアスコルビン
酸－グルタチオンサイクルの過程において、光照射により生成した植物体に有害な過酸化
水素の消去がなされる。
【００４６】
　前述したように、測定Ａの結果から、４０５ｎｍのＬＥＤ光の照射により芽ネギにおけ
る還元型アスコルビン酸含量、総フェノール物質含量が時に高められるものである。また
、測定Ｂの結果から、４０５ｎｍのＬＥＤ光の照射により芽ネギにおけるＡＰＸ活性が特
に高められることがわかる。このことから、このＬＥＤ光の照射により過酸化水素の生成
が促され、消去サイクルの活性化が起こり、その結果還元型アスコルビン酸含量が増大す
ると考えられる。
【００４７】
　このように、植物生育時暗期間に可視光短波長側のＬＥＤ光を所定期間照射することに
より植物中に還元型アスコルビン酸及び／または総フェノール物質の含量が高められるも
のである。可視光短波長側のＬＥＤ光として４０５ｎｍの例で説明したが、ピーク幅を考
えると波長域としては４００～４１０ｎｍの範囲で有効であると言える。
【００４８】
　植物としては、芽ネギの例で説明したが、ユリ科植物のタマネギ、シャロット等のスプ
ラウトについても有効であると考えられる。
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